
 

東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
（
世
田
谷
区
決
定
）

 

都
市
計
画
上
用
賀
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 
 

名
 
 
称

 
上
用
賀
一
丁
目
地
区
地
区
計
画

 

位
 
 
置
 
※

 
世
田
谷
区
上
用
賀
一
丁
目
、
上
用
賀
二
丁
目
、
上
用
賀
三
丁
目
及
び
上
用
賀
四
丁
目
各
地
内
 
 
 

面
 
 
積
 
※

 
約
１
８
.３

ｈ
ａ
 
 

 

地
区
計
画
の
目
標

 
本
地
区
は
、
世
田
谷
区
中
央
部
、
東
急
田
園
都
市
線
用
賀
駅
か
ら
北
へ
約
０

.５
ｋ
ｍ
、
桜
新
町
駅
か
ら
西
へ
約
０

.６
ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
複
数
の
大
規
模

な
公
共
公
益
施
設
等
と
一
戸
建
・
集
合
住
宅
を
中
心
と
し
た
み
ど
り
豊
か
な
市
街
地
で
あ
る
。

 

本
地
区
の
街
づ
く
り
に
対
し
て
は
、
世
田
谷
区
都
市
整
備
方
針
（
平
成
２
７
年
４
月
）
に
お
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
「
馬
事
公
苑
周
辺
地
区
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
馬
事
公
苑
一
帯
が
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
円
滑
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
大
規
模
敷
地
を
中
心
に
避
難

上
有
効
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
不
燃
化
や
安
全
対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
田
谷
区
豪
雨
対
策
行
動
計

画
に
お
い
て
、
豪
雨
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
豪
雨
･
浸
水
対
策
を
推
進
し
、
水
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
地
区
内
で
は
、
旧
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
の
土
地
利
用
転
換
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
み
ど
り
豊
か
な
環
境
の
喪
失
や
周
辺
の
住
環
境
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
地
区
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
地
区
で
は
、
良
好
な
住
環
境
と
調
和
し
た
適
切
な
土
地
利
用
転
換
の
誘
導
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
避
難
場
所
と
し

て
の
機
能
の
維
持
・
向
上
と
快
適
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

 

  

 区 域 の 整 備 ・ 開 発 及 び 保 全 に 関 す る 方 針 

土
地
利
用
の
方
針

 

 

地
区
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。
 

１
 
広
域
避
難
場
所
地
区
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
核
と
な
る
公
共
公
益
施
設
等
の
大
規
模
敷
地
を
活
か
し
て
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
維
持
･
向
上
、
既
存
の
み
ど
り
の

保
全
、
周
辺
住
宅
地
の
居
住
環
境
へ
の
配
慮
等
、
市
街
地
環
境
の
維
持
･向

上
に
資
す
る
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
。

 

２
 
住
宅
地
区
 

戸
建
住
宅
や
集
合
住
宅
が
調
和
し
た
快
適
な
住
宅
地
を
形
成
す
る
。

 

  

地
区
施
設
の

 

整
備
の
方
針

 

良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
地
区
施
設
の
整
備
の
方
針
を
定
め
る
。
 

１
 
災
害
時
の
防
災
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
区
画
道
路
を
配
置
す
る
。
 

２
 
既
存
樹
木
の
保
全
や
新
た
な
み
ど
り
の
創
出
を
図
る
た
め
、
広
場
及
び
緑
地
を
配
置
す
る
。
 

３
 
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
た
め
、
歩
行
者
通
路
及
び
歩
道
状
空
地
を
配
置
す
る
。
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建
築
物
等
の

 

整
備
の
方
針

 

目
標
と
す
る
市
街
地
を
適
切
に
誘
導
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
建
築
物
等
の
整
備
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
２
５
年
５
月
２
４
日

法
律
第
２
０
１
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
５
９
条
の
２
第
１
項
、
法
第
８
６
条
第
３
項
若
し
く
は
第
４
項
又
は
法
第
８
６
条
の
２
第
２
項
若
し
く
は

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
本
地
区
整
備
計
画
の
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。
 

１
 
快
適
な
住
宅
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
、
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限
を
定
め
る
。

 

２
 
避
難
上
有
効
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。

 

３
 
圧
迫
感
等
に
配
慮
し
た
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
壁
面
後
退
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の

制
限
及
び
垣
又
は
さ
く
の
構
造
の
制
限
を
定
め
る
。

 

４
 
周
辺
の
街
並
み
と
調
和
し
た
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。

 

５
 
秩
序
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
た
め
、
建
築
物
等
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
制
限
を
定
め
る
。

 

  

そ
の
他
当
該
地
区

の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
に
関
す
る

方
針

 

１
 
地
区
内
で
は
、
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
ま
で
の
距
離
は
、
隣
地
境
界
線
か
ら
０
.
５
ｍ
以
上
と
す
る
よ
う
努
め
る
。
 

２
 
地
区
内
で
は
、
み
ど
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
市
街
地
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
積
極
的
な
既
存
樹
木
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
世
田
谷
区
み
ど
り

の
基
本
条
例
の
届
出
対
象
外
の
敷
地
に
つ
い
て
も
、
建
築
物
の
敷
地
内
に
多
く
の
緑
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
。
 

３
 
地
区
内
で
は
、
建
築
物
の
敷
地
内
に
浸
透
地
下
埋
設
管
、
浸
透
ま
す
、
透
水
性
舗
装
、
浸
透
側
溝
又
は
貯
留
施
設
な
ど
、
雨
水
の
河
川
等
へ
の
流
出
を

抑
制
す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
浸
水
被
害
の
防
止
及
び
水
環
境
の
保
全
等
に
努
め
る
。
 

４
 
広
域
避
難
場
所
地
区
で
は
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
防
災
倉
庫
や
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
に
努
め
る
。
 

５
 
広
域
避
難
場
所
地
区
で
は
、
避
難
の
安
全
性
や
日
常
生
活
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
通
り
抜
け
路
の
確
保
に
努
め
る
。
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 地 区 整 備 計 画 

 地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模 

道
路
 

名
 
称
 

幅
 
員
 

（
 
）
は
地
区
外
を
含
め
た
幅
員
 

延
 
長
 

備
 
考
 

 
区
画
道
路
１
号
※
 

８
ｍ
 

約
１
８
０
ｍ
 

既
存
 

 
区
画
道
路
２
号
※
 

８
ｍ
 

約
２
２
０
ｍ
 

既
存
 

区
画
道
路
３
号
 

６
ｍ
 

約
１
５
０
ｍ
 

拡
幅
 

（
広
域
避
難
場
所
地
区
側
に
拡
幅
す

る
。
）
 

区
画
道
路
４
号
 

約
３
.３

ｍ
（
６
ｍ
）
 

約
２
０
０
ｍ
 

拡
幅
 

公
園
 

名
 
称
 

面
 
積
 

備
 
考
 

天
神
公
園
 

約
５
４
０
㎡
 

既
存
 

広
場
 

名
 
称
 

面
 
積
 

備
 
考
 

広
場
１
号
 

約
６
２
０
㎡
 

新
設
 

広
場
２
号
 

約
６
２
０
㎡
 

新
設
 

広
場
３
号
 

約
６
２
０
㎡
 

新
設
 

緑
地
 

名
 
 
称
 

面
 
積
 

備
 
考
 

緑
地
１
号
 

約
５
８
０
㎡
 

新
設
 

（
広
場
１
号
と
広
場
２
号
を
つ
な
ぐ
通
路

を
設
け
る
。
）
 

緑
地
２
号
 

約
５
１
０
㎡
 

新
設
 

（
計
画
図
２
に
示
す
位
置
に
約
２
ｍ
の
幅

で
配
置
す
る
。
）
 

そ
の
他
の
 

公
共
空
地
 

名
 
称
 

幅
 
員
 

延
 
長
 

備
 
考
 

歩
行
者
通
路
１
号
 

２
ｍ
 

約
２
２
０
ｍ
 

新
設
 

歩
道
状
空
地
１
号
 

３
ｍ
 

 
 

約
 
５
０
ｍ
 

新
設
 

歩
道
状
空
地
２
号
 

３
ｍ
 

約
 
９
０
ｍ
 

新
設
 

歩
道
状
空
地
３
号
 

２
ｍ
 

約
 
２
０
ｍ
 

新
設
 

歩
道
状
空
地
４
号
 

２
ｍ
 

約
 
５
０
ｍ
 

新
設
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建 築 物 等 に 関 す る 事 項 

地
区
の

区
 
分
 

名
称
 

広
域
避
難
場
所
地
区
 

住
宅
地
区
 

面
積
 

約
７
.５

ha
 

約
１
０
.
８
ha
 

建
築
物
等
の

用
途
の
制
限
 

※
 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
は
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

１
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
一
号
に
規
定
す
る
住
宅

 

２
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
二
号
に
規
定
す
る
住
宅
で
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
を
兼
ね
る

も
の

 

３
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
三
号
に
規
定
す
る
共
同
住
宅
の
う
ち
、
各
住
戸
の
住
戸
専
用
部
分
の
床
面
積
が
３
０

㎡
未
満
で
あ
る
も
の

 

４
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
五
項
に
規
定
す
る
神
社
、
寺
院
、
教
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

 

５
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
七
号
に
規
定
す
る
公
衆
浴
場

 

６
 
集
会
場
（
業
と
し
て
葬
儀
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
は
建
築
し

て
は
な
ら
な
い
。

 

１
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
三

号
に
規
定
す
る
共
同
住
宅
の
う

ち
、
各
住
戸
の
住
戸
専
用
部
分

の
床
面
積
が
２
５
㎡
未
満
で
あ

る
も
の

 

２
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
五

項
に
規
定
す
る
神
社
、
寺
院
、

教
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の

 

３
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第
七

号
に
規
定
す
る
公
衆
浴
場
 

４
 
集
会
場
（
業
と
し
て
葬
儀
を

行
う
も
の
に
限
る
。
）

 

 
 

建
築
物
の
建

蔽
率
の
最
高

限
度

 

４
／
１
０
 

法
第
５
３
条
第
３
項
及
び
第
４
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 
―
 

 
 

壁
面
の
位
置

の
制
限

 

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
面
は
、
計
画
図
３
に
示
す
次
の
各
号
の
壁
面
線
を
越
え
て
建
築
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
１
号
壁
面
線
及
び
２
号
壁
面
線
の
各
境
界
線
か
ら
３
ｍ
を
超
え
る
区
域
に
お
い
て
、
軒
の
高

さ
が
３
ｍ
以
下
の
平
屋
建
て
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

１
 
１
号
壁
面
線
：
区
画
道
路
境
界
線
か
ら
１
０
ｍ
 

２
 
２
号
壁
面
線
：
道
路
境
界
線
及
び
区
画
道
路
境
界
線
か
ら
５
ｍ
 

３
 
３
号
壁
面
線
：
隣
地
境
界
線
か
ら
５
ｍ
 

４
 
４
号
壁
面
線
：
隣
地
境
界
線
及
び
道
路
境
界
線
か
ら
３
ｍ
 

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ

る
柱
の
面
は
、
計
画
図
３
に
示
す
５

号
壁
面
線
（
都
市
計
画
道
路
計
画
線

と
す
る
。
）
を
越
え
て
建
築
し
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
敷
地
面
積
が

３
０
０
㎡
以
下
の
場
合
は
こ
の
限
り

で
な
い
。
 

 
 

壁
面
後
退
区

域
に
お
け
る

工
作
物
の
設

置
の
制
限
 

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
（
１
号
壁
面
線
及
び
２
号
壁
面
線
に
限
る
。
）
と
道
路
境
界

線
と
の
間
の
土
地
の
区
域
に
は
、
門
、
フ
ェ
ン
ス
、
自
動
販
売
機
等
の
工
作
物
（
擁
壁
及
び
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
公
益
上
や
む
を
得
な
い
も
の
を
除
く
。
）
を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
道
路
境
界
線
か
ら
３
ｍ

を
超
え
る
区
域
に
お
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

―
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建
築
物
等
の

高
さ
の
最
高

限
度
 

１
 
建
築
物
の
高
さ
は
、
２
４
ｍ
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

２
 
本
規
定
の
変
更
決
定
告
示
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
現
に
存
す
る
学
校
施
設
の

敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
既
存
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

基
準
日
以
後
に
建
築
さ
れ
る
建
築
物
で
、
以
下
の
各
号
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
の
高
さ
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
３
０
ｍ
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
１
）
現
に
存
す
る
学
校
施
設
の
機
能
更
新
の
た
め
の
建
替
え
で
あ
る
こ
と
。

 

（
２
）
既
存
区
域
以
外
に
現
に
存
す
る
学
校
施
設
の
機
能
更
新
の
た
め
の
敷
地
の
拡
張
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

 

―
 

 
 

建
築
物
等
の

形
態
又
は
色

彩
そ
の
他
の

意
匠
の
制
限
 

１
 
建
築
物
等
の
形
態
、
色
彩
、
意
匠
は
、
単
調
か
つ
長
大
な
壁
状
の
建
物
配
置
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
等
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
。
 

２
 
屋
外
広
告
物
等
の
形
態
、
色
彩
、
意
匠
は
、
周
辺
の
街
並
み
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
、
光
源
を
設
置
す
る
場
合
は
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
腐
朽
し
、
腐
食
し
、
又
は
破
損
し
や
す
い
材
料
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
 

垣
又
は
さ
く

の
構
造
の
制

限
 

道
路
に
面
し
て
垣
又
は
さ
く
を
設
け
る
場
合
は
、
生
垣
又
は
フ
ェ
ン
ス
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
０

.６
ｍ
以
下
の
部
分
に
つ
い
て

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

※
は
知
事
協
議
事
項
 

「
区
域
、
地
区
の
区
分
、
地
区
施
設
の
配
置
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
は
、
計
画
図
表
示
の
と
お
り
。
」

 

理
由
：
良
好
な
住
環
境
と
調
和
し
た
適
切
な
土
地
利
用
転
換
の
誘
導
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
維
持
・
向
上
と
快
適
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、

区
域
を
拡
大
し
、
地
区
計
画
を
変
更
す
る
。
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変
更
概
要
 

 
 
 

事
項
 

旧
 

新
 

備
考
 

位
置

 
 

世
田
谷
区
上
用
賀
一
丁
目
及
び
上
用
賀
二
丁
目
各
地
内
 

世
田
谷
区
上
用
賀
一
丁
目
、
上
用
賀
二
丁
目
、
上
用
賀
三
丁

目
及
び
上
用
賀
四
丁
目
各
地
内

 
 

区
域
の
拡
張
 

面
積

 
 

約
８

.４
ｈ
ａ
 

約
１
８
.３

ｈ
ａ
 

区
域
の
拡
張
 

地
区
計
画
の
目
標
 

本
地
区
は
、
世
田
谷
区
防
災
計
画
上
の
「
馬
事
公
苑
・
東
京

農
業
大
学
一
帯
」
広
域
避
難
場
所
の
一
部
を
構
成
し
、
広
い
土

地
を
有
し
た
公
共
公
益
施
設
が
集
積
し
、
樹
木
等
の
緑
が
豊
か

な
、
閑
静
な
地
域
で
あ
る
。
将
来
の
土
地
利
用
転
換
に
際
し

て
、
今
ま
で
有
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
地
域
特
性
が
失
わ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
資
産
を
活
か
し
、
公
共

公
益
施
設
と
と
も
に
存
在
す
る
住
宅
系
施
設
と
の
秩
序
あ
る
共

存
を
図
り
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
維
持
・
向
上
を

図
る
。
 

本
地
区
は
、
世
田
谷
区
中
央
部
、
東
急
田
園
都
市
線
用
賀

駅
か
ら
北
へ
約
０

.
５
ｋ
ｍ
、
桜
新
町
駅
か
ら
西
へ
約
０

.
６

ｋ
ｍ
に
位
置
し
、
複
数
の
大
規
模
な
公
共
公
益
施
設
等
と
一

戸
建
・
集
合
住
宅
を
中
心
と
し
た
み
ど
り
豊
か
な
市
街
地
で

あ
る
。
 

本
地
区
の
街
づ
く
り
に
対
し
て
は
、
世
田
谷
区
都
市
整
備

方
針
（
平
成
２
７
年
４
月
）
に
お
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
「
馬
事
公
苑
周
辺
地
区
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
馬

事
公
苑
一
帯
が
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災

害
時
に
円
滑
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
大
規
模
敷
地
を
中
心

に
避
難
上
有
効
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
の
不
燃
化
や
安
全
対
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
世
田
谷
区
豪
雨
対
策
行
動
計
画
に
お
い
て
、
豪

雨
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
豪
雨
･
浸

水
対
策
を
推
進
し
、
水
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
 

地
区
内
で
は
、
旧
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
の
土
地

利
用
転
換
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
み
ど
り
豊
か
な
環
境
の
喪

失
や
周
辺
の
住
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
地
区
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
地
区
で
は
、
良
好

な
住
環
境
と
調
和
し
た
適
切
な
土
地
利
用
転
換
の
誘
導
を
図

り
な
が
ら
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
維
持
・
向
上

と
快
適
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
。
 

表
現
方
法
の
変
更
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区 域 の 整 備 ・
 

開 発 及 び 保 全 に 関 す る 方 針
 

土
地
利
用
の

方
針
 

住
宅
と
公
共
公
益
施
設
が
並
存
す
る
現
在
の
土
地
利
用
構
成

を
継
続
し
、
秩
序
あ
る
共
存
を
図
る
。
今
ま
で
有
し
て
い
た
緑

が
多
く
、
閑
静
な
地
域
特
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
図

り
、
ま
た
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
維
持
・
向
上
す

る
た
め
、
災
害
時
の
た
め
の
避
難
上
有
効
な
空
地
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
公
共
公
益
施
設
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な

る
よ
う
に
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い
く
。
 

地
区
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、

次
の
よ
う
に
土
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る
。
 

１
 
広
域
避
難
場
所
地
区
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
公
共
公
益
施
設
等
の
大

規
模
敷
地
を
活
か
し
て
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の

維
持
･
向
上
、
既
存
の
み
ど
り
の
保
全
、
周
辺
住
宅
地
の
居
住

環
境
へ
の
配
慮
等
、
市
街
地
環
境
の
維
持
･
向
上
に
資
す
る
土

地
利
用
を
誘
導
す
る
。
 

２
 
住
宅
地
区
 

戸
建
住
宅
や
集
合
住
宅
が
調
和
し
た
快
適
な
住
宅
地
を
形

成
す
る
。
 

表
現
方
法
の
変
更
 

※
広
域
避
難
場
所

地
区
は
概
ね
旧

Ａ
･
Ｂ

･
Ｃ

地

区
、
住
宅
地
区

は
追
加
 

地
区
施
設
の

整
備
の
方
針
 

樹
木
等
の
緑
が
豊
か
で
閑
静
な
地
域
特
性
を
維
持
・
保
全
し

な
が
ら
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
現
に
存
す
る
一
団
の
樹
木
の
保
全
や
安
全
で
快
適
な
歩

行
系
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
緑
地
や

歩
道
状
空
地
な
ど
の
地
区
施
設
の
整
備
を
誘
導
し
て
い
く
。

 

良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に

地
区
施
設
の
整
備
の
方
針
を
定
め
る
。
 

１
 
災
害
時
の
防
災
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
区
画
道
路
を

配
置
す
る
。
 

２
 
既
存
樹
木
の
保
全
や
新
た
な
み
ど
り
の
創
出
を
図
る
た

め
、
広
場
及
び
緑
地
を
配
置
す
る
。
 

３
 
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る

た
め
、
歩
行
者
通
路
及
び
歩
道
状
空
地
を
配
置
す
る
。
 

 

表
現
方
法
の
変
更

及
び
地
区
施
設
の

追
加

（
区

画
道

路
、

公
園

･
広

場
、

歩
行

者
通

路
）
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建
築
物
等
の
 

整
備
の
方
針
 

広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
公
共
公
益
施
設
等
の
誘
導
を
図

り
、
緑
あ
る
良
好
な
住
環
境
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
、
以
下

の
こ
と
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
 

１
．
建
築
物
等
の
用
途
の
制
限

 

２
．
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
 

３
．
壁
面
の
位
置
の
制
限
 

４
．
建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度
 

５
．
建
築
物
等
の
形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
制
限
 

６
．
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
の
最
高
限
度
 

７
．
壁
面
後
退
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
制
限
 

８
．
垣
又
は
さ
く
の
構
造
の
制
限
 

  

目
標
と
す
る
市
街
地
を
適
切
に
誘
導
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
に
建
築
物
等
の
整
備
の
方
針
を
定
め
る
。
ま
た
、
建
築
基

準
法
（
昭
和
２
５
年
５
月
２
４
日
法
律
第
２
０
１
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
５
９
条
の
２
第
１
項
、
法
第
８
６
条

第
３
項
若
し
く
は
第
４
項
又
は
法
第
８
６
条
の
２
第
２
項
若

し
く
は
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
に
係
る
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
本
地
区
整
備
計
画
の
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
を

遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。
 

１
 
快
適
な
住
宅
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
、
建
築
物
等
の

用
途
の
制
限
を
定
め
る
。
 

２
 
避
難
上
有
効
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
、
建
築
物
の
建
蔽
率
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。
 

３
 
圧
迫
感
等
に
配
慮
し
た
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
歩
行
者

空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
壁
面
の
位
置
の
制
限
、
壁
面
後

退
区
域
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
制
限
及
び
垣
又
は
さ

く
の
構
造
の
制
限
を
定
め
る
。

 

４
 
周
辺
の
街
並
み
と
調
和
し
た
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た

め
、
建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度
を
定
め
る
。
 

５
 
秩
序
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
た
め
、
建
築
物
等
の
形

態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 

表
現
方
法
の
変
更

及
び

制
限

項
目

（
建
築
物
の
敷
地

面
積

の
最

低
限

度
）
の
削
除
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そ
の
他
当
該

地
区
の
整

備
、
開
発
及

び
保
全
に
関

す
る
方
針
 

―
 

１
 
地
区
内
で
は
、
建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱

の
面
ま
で
の
距
離
は
、
隣
地
境
界
線
か
ら
０

.
５
ｍ
以
上
と

す
る
よ
う
努
め
る
。
 

２
 
地
区
内
で
は
、
み
ど
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
市
街
地
環

境
を
形
成
す
る
た
め
、
積
極
的
な
既
存
樹
木
の
保
全
に
努

め
る
と
と
も
に
、
世
田
谷
区
み
ど
り
の
基
本
条
例
の
届
出

対
象
外
の
敷
地
に
つ
い
て
も
、
建
築
物
の
敷
地
内
に
多
く

の
緑
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
。
 

３
 
地
区
内
で
は
、
建
築
物
の
敷
地
内
に
浸
透
地
下
埋
設

管
、
浸
透
ま
す
、
透
水
性
舗
装
、
浸
透
側
溝
又
は
貯
留
施

設
な
ど
、
雨
水
の
河
川
等
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
の

施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
浸
水
被
害
の
防
止
及
び
水
環
境

の
保
全
等
に
努
め
る
。
 

４
 
広
域
避
難
場
所
地
区
で
は
、
広
域
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
を
高
め
る
た
め
、
防
災
倉
庫
や
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど

の
設
置
に
努
め
る
。
 

５
 
広
域
避
難
場
所
地
区
で
は
、
避
難
の
安
全
性
や
日
常
生

活
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
通
り
抜
け
路
の
確
保
に

努
め
る
。
 

 

事
項
の
追
加
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地 区 整 備 計 画
 地 区 施 設 の 配 置 及 び 規 模

  

道
路
 

―
 

―
 

―
 

―
 

名
 
称

 
幅

 
員

 
延
 
長

 
備
 
考

 
 

区
画
道
路
１
号

 
 

８
ｍ

 
約
１
８
０
ｍ

 
既
存

 
新
規
追
加

 

区
画
道
路
２
号

 
 

８
ｍ

 
約
２
２
０
ｍ

 
既
存

 
新
規
追
加

 

区
画
道
路
３
号

 
６
ｍ

 
約
１
５
０
ｍ

 
拡
幅

 

（
広
域
避
難

場
所
地
区
側

に
拡
幅
す

る
。
）

 

新
規
追
加

 

区
画
道
路
４
号

 
約
３
．

３
ｍ

（
６

ｍ
）

 

（
 
）

は
地
区

外
を
含

め
た
幅

員
 

約
２
０
０
ｍ

 
拡
幅

 
新
規
追
加

 

公
園
 

―
 

―
 

―
 

名
 
称

 
面

 
積

 
備
 
考

 
 

天
神
公
園

 
約
５
４
０
㎡

 
既
存

 
新
規
追
加

 

広
場
 

―
 

―
 

―
 

名
 
称

 
面

 
積

 
備
 
考

 
 

広
場
１
号

 
約
６
２
０
㎡

 
新
設

 
新
規
追
加

 

広
場
２
号

 
約
６
２
０
㎡

 
新
設

 
新
規
追
加

 

広
場
３
号

 
約
６
２
０
㎡

 
新
設

 
新
規
追
加

 

緑
地
 

名
称
 

面
積
 

位
置
 

備
考
 

名
 

 
称

 
面

 
積

 
備
 
考

 
 

緑
地
１
号
 

約
５
８
０
㎡
 
Ｃ
地
区
西
側

沿
道
（
幅
約

新
設
 

緑
地
１
号

 
約
５
８
０
㎡

 
新
設

 

（
広
場
１
号

位
置
の
変
更
 

17



 

５
.０

ｍ
）
 

と
広
場
２
号

を
つ
な
ぐ
通

路
を
設
け

る
。）

 

緑
地
２
号

 
約
５
１
０
㎡

 
新
設

 

（
計
画
図
２
に

示
す
位
置
に

約
２
ｍ
の
幅

で
配
置
す

る
。
）

 

新
規
追
加
 

 
 

そ
の
他
の

公
共
施
設
 

名
称
 

幅
員
 

延
長
 

備
考
 

名
称
 

幅
員
 

延
長
 

備
考
 

 

―
 

―
 

―
 

―
 

歩
行
者
通
路
１
号
 

２
ｍ

 
約
２
２
０
ｍ

 
新
設

 
新
規
追
加

 

歩
道
状
空
地
 

１
号
 

３
.０

ｍ
 

約
１
０
m 

新
設
 

歩
道
状
空
地
１
号
 

３
ｍ
 

約
 
５
０
ｍ

 
新
設
 

位
置
･
延
長
の
変

更
 

歩
道
状
空
地
 

２
号
 

３
.０

ｍ
 

約
２
０
０
ｍ
 
新
設
 

歩
道
状
空
地
２
号
 

３
ｍ
 

約
 
９
０
ｍ

 
新
設
 

新
規
追
加
（
旧
歩

道
状
空
地
２
号
の

一
部
）

 

―
 

―
 

―
 

―
 

歩
道
状
空
地
３
号
 

２
ｍ
 

約
 
２
０
ｍ

 
新
設
 

新
規
追
加

 

―
 

―
 

―
 

―
 

歩
道
状
空
地
４
号
 

２
ｍ
 

約
 
５
０
ｍ

 
新
設
 

新
規
追
加

 

地
区
施
設
の
整
備
に
関
し
て
は
、
既
存
の
樹
木
を
維
持
・
保

全
し
つ
つ
、
有
効
な
規
模
や
幅
員
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
努
め

る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
出
入
口
を
設
け
る
際
に
は
、
連
続
す

る
地
区
施
設
の
一
部
を
分
断
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ

の
際
に
お
い
て
も
、
既
存
の
樹
木
を
維
持
・
保
全
す
る
こ
と
に

努
め
る
こ
と
と
す
る
。
 

  

―
 

削
除

 

18



 

 
建 築 物 等 に 関 す る

 

事 項
 地

区

の
 

区
分
 名

称
 

Ａ
地
区
 

Ｂ
地
区
 

Ｃ
地
区
 

広
域
避
難
場
所
地
区
 

住
宅
地
区
 

旧
Ａ
･
Ｂ
･
Ｃ
地
区

を
広
域
避
難
場
所

地
区
に
再
編
し
、

住
宅
地
区
を
追
加

（
旧
Ｂ
･
Ｃ
地
区

の
一
部
含
む
）
 

面
積
 

約
２

.１
ha
 

約
２
.５

ha
 

約
３
.８

ha
 

約
７

.５
h
a 

約
１
０

.
８
h
a 

建
築
物
等

の
用
途
の

制
限
 
※
 

下
記
に
示
す
建

築
物
以
外
は
建
築

を
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

１
．
学
校
（
各
種

学
校

を
除

く
。
）
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の
 

２
．

老
人

ホ
ー

ム
、
保
育
所
、

身
体
障
害
者
福

祉
ホ
ー
ム
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
 

３
．
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
児
童

厚
生
施
設
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
 

下
記
に
示
す
建
築
物
は
建
築
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
 

１
．
集
会
場
（
業
と
し
て
葬
儀
を
行
う

も
の
に
限
る
。）

 

２
．
共
同
住
宅
（
専
用
床
面
積
４
０
㎡

未
満
の
住
戸
が
２
０
戸
以
上
の
も
の

に
限
る
。
た
だ
し
、
国
家
公
務
員
宿

舎
法
第
２
条
第
３
号
に
規
定
す
る
宿

舎
を
除
く
。）

 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
は
建
築

し
て
は
な
ら
な
い
。
 

１
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第

一
号
に
規
定
す
る
住
宅
 

２
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第

二
号
に
規
定
す
る
住
宅
で
事

務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
用
途
を
兼
ね
る
も

の
 

３
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第

三
号
に
規
定
す
る
共
同
住
宅

の
う
ち
、
各
住
戸
の
住
戸
専

用
部
分
の
床
面
積
が
３
０
㎡

未
満
で
あ
る
も
の
 

４
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第

五
項
に
規
定
す
る
神
社
、
寺

院
、
教
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
 

５
 
法
別
表
第
２
（
い
）
項
第

七
号
に
規
定
す
る
公
衆
浴
場
 

次
に
掲
げ
る
建
築
物
は

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

１
 
法
別
表
第
２
（
い
）

項
第
三
号
に
規
定
す
る

共
同
住
宅
の
う
ち
、
各

住
戸
の
住
戸
専
用
部
分

の
床
面
積
が
２
５
㎡
未

満
で
あ
る
も
の
 

２
 
法
別
表
第
２
（
い
）

項
第
五
項
に
規
定
す
る

神
社
、
寺
院
、
教
会
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
 

３
 
法
別
表
第
２
（
い
）

項
第
七
号
に
規
定
す
る

公
衆
浴
場
 

４
 
集
会
場
（
業
と
し
て

葬
儀
を
行
う
も
の
に
限

る
。
）
 

表
現
方
法
の
変
更

及
び
制
限
内
容
の

変
更
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４
．
前
各
号
の
建

築
物
に
附
属
す

る
も
の
 

６
 
集
会
場
（
業
と
し
て
葬
儀

を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
 

 
 

建
築
物
の

建
蔽
率
の

最
高
限
度
 

１
０
分
の
４
と

す
る
。
 

た
だ
し
、
建
築

基
準
法
第
５
３
条

第
３
項
及
び
第
４

項
の
規
定
適
用
は

行
わ
な
い
。
 

―
 

―
 

４
／
１
０
 

法
第
５
３
条
第
３
項
及
び
第

４
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 

―
 

広
域
避
難
場
所
地

区
全
域
に
制
限
を

追
加
 

 
 

建
築
物
の

敷
地
面
積

の
最
低
限

度
 

―
 

７
０
㎡
 

７
０
㎡
 

―
 

―
 

制
限
事
項
を
削
除
 

 
 

壁
面
の
位

置
の
制
限
 

壁
面
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
と
す
る
。
 

１
．
計
画
図
（
そ
の
３
）
に
示
す
１
号
壁
面
に
つ
い
て
は
、
敷

地
境
界
線
よ
り
３
ｍ
と
す
る
。

 

２
．
計
画
図
（
そ
の
３
）
に
示
す
２
号
壁
面
に
つ
い
て
は
、
敷

地
境
界
線
よ
り
５
ｍ
と
す
る
。

 

３
．
計
画
図
（
そ
の
３
）
に
示
す
３
号
壁
面
に
つ
い
て
は
、
敷

地
境
界
線
よ
り
５
ｍ
と
す
る
。

 

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ
れ
に

代
わ
る
柱
の
面
は
、
計
画
図
３

に
示
す
次
の
各
号
の
壁
面
線
を

越
え

て
建

築
し

て
は

な
ら

な

い
。
た
だ
し
、
１
号
壁
面
線
及

び
２
号
壁
面
線
の
各
境
界
線
か

ら
３
ｍ
を
超
え
る
区
域
に
お
い

て
、
軒
の
高
さ
が
３
ｍ
以
下
の

平
屋
建
て
の
建
築
物
に
つ
い
て

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

１
 
１
号
壁
面
線
：
区
画
道
路

境
界
線
か
ら
１
０
ｍ

 

建
築
物
の
外
壁
又
は
こ

れ
に
代
わ
る
柱
の
面
は
、

計
画
図
３
に
示
す
５
号
壁

面
線
（
都
市
計
画
道
路
計

画
線
と
す
る
。
）
を
越
え
て

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
敷
地
面
積
が
３

０
０
㎡
以
下
の
場
合
は
こ

の
限
り
で
な
い
。
 

表
現
方
法
の
変
更

及
び
制
限
内
容
の

変
更
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 ２
 
２
号
壁
面
線
：
道
路
境
界

線
及
び
区
画
道
路
境
界
線
か
ら

５
ｍ

 

３
 
３
号
壁
面
線
：
隣
地
境
界

線
か
ら
５
ｍ

 

４
 
４
号
壁
面
線
：
隣
地
境
界

線
及
び
道
路
境
界
線
か
ら
３
ｍ

 

 
 

壁
面
後
退

区
域
に
お

け
る
工
作

物
の
設
置

の
制
限
 

２
号
壁
面
に
つ
い
て
は
、
工
作
物
を
設
置
し
て
は
な
ら
な

い
。
 

壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し

て
定

め
ら

れ
た

限
度

の
線

（
１
号
壁
面
線
及
び
２
号
壁

面
線
に
限
る
。
）
と
道
路
境

界
線
と
の
間
の
土
地
の
区
域

に
は
、
門
、
フ
ェ
ン
ス
、
自

動
販
売
機
等
の
工
作
物
（
擁

壁
及
び
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
公
益
上
を
や
む

を
得
な
い
も
の
を
除
く
。
）

を
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
道
路
境
界
線
か
ら

３
ｍ
を
超
え
る
区
域
に
お
い

て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

―
 

表
現
方
法
の
変
更

及
び
制
限
内
容
の

変
更
 

 
 

建
築
物
等

の
高
さ
の

最
高
限
度
 

２
４
ｍ
 

２
４
ｍ
 

２
４
ｍ
 

た
だ
し
、
次
の

各
号
の
す
べ
て
に

該
当

す
る

場
合

は
、
建
築
物
等
の

高
さ
の
最
高
限
度

１
 
建
築
物
の
高
さ
は
、
２
４

ｍ
以

下
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

２
 
本
規
定
の
変
更
決
定
告
示

日
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て

―
 

表
現
方
法
の
変
更

及
び
制
限
内
容
の

変
更
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を
３
０
ｍ
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

１
．
敷
地
面
積
が

２
.
０

ha
以
上

の
も
の
 

２
．
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専

修
学
校
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
用
に

供
す
る
建
築
物

で
あ
る
こ
と
 

３
．
建
築
面
積
２

,

０
０
０
㎡
以
下

の
建
築
物
一
棟

で
あ
る
こ
と
 

４
．
建
築
物
等
の

壁
面

の
位

置

が
、
道
路
境
界

線
か
ら
１
０
ｍ

以
上
、
か
つ
、

隣
地
境
界
線
か

ら
５
ｍ
以
上
後

退
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
 

「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
現

に
存
す
る
学
校
施
設
の
敷
地
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
の

区
域
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
既
存
区
域
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
基
準
日
以
後
に
建
築

さ
れ
る
建
築
物
で
、
以
下
の
各

号
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
の
高

さ
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
０
ｍ
以
下
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
１
）
現
に
存
す
る
学
校
施
設

の
機
能
更
新
の
た
め
の
建
替
え

で
あ
る
こ
と
。
 

（
２
）
既
存
区
域
以
外
に
現
に

存
す
る
学
校
施
設
の
機
能
更
新

の
た
め
の
敷
地
の
拡
張
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

 
 

建
築
物
等

の
形
態
又

は
色
彩
そ

の
他
の
意

匠
の
制
限
 

建
築
物
等
の
外
壁
、
こ
れ
に
代
わ
る
柱
、
屋
根
看
板
類
の
意

匠
及
び
色
彩
は
、
周
辺
の
環
境
と
調
和
す
る
落
ち
着
き
の
あ
る

も
の
と
す
る
。
 

１
 
建
築
物
等
の
形
態
、
色
彩
、
意
匠
は
、
単
調
か
つ
長
大
な

壁
状
の
建
物
配
置
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
等
、
周
辺
環
境

に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
。
 

２
 
屋
外
広
告
物
等
の
形
態
、
色
彩
、
意
匠
は
、
周
辺
の
街
並

み
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
、
光
源
を
設
置
す
る
場
合
は
、
周

制
限
内
容
の
変
更
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辺
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
腐
朽
し
、
腐
食

し
、
又
は
破
損
し
や
す
い
材
料
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 

垣
又
は
さ

く
の
構
造

の
制
限
 

道
路
及
び
公
園
・
緑
地
・
公
共
空
地
に
面
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
築
造
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高
さ
が
０

.
６
ｍ
以
下
の
も
の

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

道
路
に
面
し
て
垣
又
は
さ
く
を
設
け
る
場
合
は
、
生
垣
又
は

フ
ェ
ン
ス
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
０

.

６
ｍ
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

制
限
内
容
の
変
更
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都市計画の案の理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画地 区計 画  上 用賀 一丁 目 地区 地区 計画  

 

２  理  由  

  本地 区 は、世田 谷区 中 央部 、東 急田 園 都市 線用 賀駅 か ら北 へ

約 ０ .５ ｋ ｍ 、 桜 新 町 駅 か ら 西 へ 約 ０ .６ ｋ ｍ に 位 置 し 、 複 数 の

大規 模な 公 共公 益施 設等 と 一戸 建・集 合住 宅を 中心 とし た み ど

り豊 かな 市 街地 であ る。  

本 地区 の 街 づ く り に対 し て は 、 世 田谷 区 都 市 整 備 方針 （ 平 成

２７ 年４ 月 ）に お いて 、ア ク ショ ン エリ ア「 馬 事公 苑 周辺 地区 」

に 位置 づ け ら れ て おり 、 馬 事 公 苑 一帯 が 広 域 避 難 場所 で あ るこ

と を踏 ま え 、 災 害 時に 円 滑 な 避 難 がで き る よ う 、 大規 模 敷 地を

中 心に 避 難 上 有 効 なオ ー プ ン ス ペ ース を 確 保 す る とと も に 、周

辺 の不 燃 化 や 安 全 対策 を 進 め る こ とと し て い る 。 また 、 世 田谷

区 豪雨 対 策 行 動 計 画に お い て 、 豪 雨対 策 の モ デ ル 地区 に 位 置づ

けら れて お り、豪 雨 ･浸 水 対 策 を 推 進し、水 害に 強 い 街づ くり を

進め るこ と とし てい る。  

地 区内 で は 、 旧 国 立医 薬 品 食 品 衛 生研 究 所 の 土 地 利用 転 換 が

予 定さ れ て お り 、 みど り 豊 か な 環 境の 喪 失 や 周 辺 の住 環 境 への

影響 が懸 念 され てい る。  

こ うし た 地 区 の 状 況を 踏 ま え 、 本 地区 で は 、 良 好 な住 環 境 と

調 和し た 適 切 な 土 地利 用 転 換 の 誘 導を 図 り な が ら 、広 域 避 難場

所 とし て の 機 能 の 維持 ・ 向 上 と 快 適な 市 街 地 環 境 の形 成 を 図る

た め、 上 用 賀 一 丁 目地 区 地 区 計 画 を 変 更 し よ う と する も の であ

る。  
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